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ガス中毒
ガス漏れ

ガス（中毒）

・元栓を閉めておく
・ガス漏れ警報器を付ける

・普段はガスの元栓を閉めておく
・ガス漏れ警報器を付ける
　（ガス漏れ火災の防止、一部地域におけ
る一酸化炭素を含む石油・石炭系ガス
による中毒の防止）

146 左段上から 2行目 前方突進 前方突進（歩き始めると歩幅は徐々に狭く
なり、テンポが速くなって止まらなくなる）

257 右段下から11行目 立面図 断面図

300
図35　「横手すりを水平
に 2本取り付けた場合」

下側の横手すり
の位置を土間の
床面からの高さ
に移動

392 左段下から 7行目

座席昇降式電動車いす 座席昇降式車いす393 図17　④

552 さ

406
図28　「車いす 1 名と介
助者 1 名乗降時」の「介
助空間なし」

ハンドリム部分
を削除

412 図33　②
受尿器 受尿部

413 左段下から 3行目

472

左段下から 9行目 安全点検は、ほぼ 3年ごとに 安全点検は、都市ガスにおいてはほぼ 3年
ごとに

左段下から 3行目 ガス器具など ガスの使用上

左段下から 3行目
ガス流量計 ガスメーター

右段上から13行目

右段上から 1行目 長時間の継続使用時 異常なガス使用時

右段上から 3行目

ガス器具を消し忘れたまま外出し、不在に
なったとき、自動的に供給を止める機能で
ある。普通、住宅内では数十時間にわたっ
て継続してガスを使用することはほとんど
ない。したがって、こうした事態になった
とき、自動的に消し忘れであると判断して、
停止させる機構となっている。

急に多くのガスが流れた場合や異常に長時
間ガスが使用され続けた場合に、自動的に
ガスを遮断する機能である。

右段上から11行目 ガスを自動停止させる 自動的にガスを遮断する

① 縦手すりの取り付け
　基本的には上がりがまち際の壁面の鉛直線
上に縦手すりを取り付ける。上がりがまち段
差が小さい場合でも、靴の脱ぎ履き動作は重
心が不安定になるので、手すりの取り付けは
有効である。
② 横手すりの取り付け
　握力が弱く、縦手すりをしっかりと握れな
い場合には、階段の手すりと同様に、手すり
の高さを段鼻から測り、勾配に合わせて手す
りを取り付ける。この場合、手すりの両端は
床面に沿って水平に延長する。または、水平
に上下 2本取り付け、からだを壁に向けて両
手で手すりを握り、横移動で昇降する方法を
考える。
③ 取り付けの際の下地補強
　実際には、床面の工事終了後に、対象者や
施工者とともに実際の動作を確認し、適切な
手すりの高さや位置を確認して取り付ける。
また、将来、身体状況が変化した場合にも対

応できるよう、壁の下地補強は広範囲に行っ
ておくとよい。
④ カウンター式収納で手すりを代用
　靴入れなどの収納部分があって壁面に手す
りを取り付けることができない場合には、収
納部分の上面に前腕をのせて利用する方法も
ある。

図36　立ち上がりのための玄関ベンチ
 設置の例

200～250㎜

200～250㎜

ベンチ座面端部から200～250㎜程度の位置に
縦手すりを取り付ける。

図35  上がりがまち昇降のための手すり
上がりがまちの昇降や靴の脱ぎ履き動作の際に
からだが不安定にならないように手すりを取り付ける。

縦手すりの場合

手すりの下端は土間床面より750～
800㎜程度とする。

上がりがまち段差が大きい場合には、式台を設
置する。式台は奥行き400㎜を目安に、上がり
がまち高さを等分に分割するように設置する。
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水平に 2 本取り付け、壁面をから
だの正面にして両手で手すりを握
り横方向に昇降する。

両端部は床面に沿
って水平にする。

式台 式台

横手すりを
水平に 2本取り付けた場合

横手すりを
斜めに取り付けた場合
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図27　出入り口と通り抜けの可否
使い方・留意点
出入り口をかごの前後 2か所に設け、どちらか1つを通ることはできるが（左図）、同一階にお
いて両方の出入り口を使って通り抜けることはできない（中央図）。ただし、玄関など上がり
がまちに段差がある場合は同一階でも別の階とみなされ、通り抜けることができる（右図）。

出入り口をかごの前後 2か所
に設けることができる。

同一階で両方の出入り口を
使い通り抜けることはできない。

玄関土間と上がりがまち段差のように、土
間床と床部に高低差がある場合は、同一階
であっても別の階とみなされ、通り抜けできる。

図28　ホームエレベーター内の空間スペースと人・移動機器との関係性
使い方・留意点
かごの床面積が650㎜×900㎜以下の 2人乗り用ホームエレベーターの場合、介助空
間に余裕がなく車いす使用者が1人で乗る場合もある。850㎜×1,150㎜以上の3人乗
り用の場合、介助者が車いすの周りを動くスペースが150～200㎜以上確保できるた
め介助空間に余裕ができる。また、大きな空間スペースを必要とする姿勢変換機構付
きの車いす（リクライニング式車いす）を介助者がゆとりをもって利用する場合には
850㎜×1,290㎜のスペースが必要である。

1人乗降時

介助空間なし

車いす1名と介助者1名乗降時

介助のための空間的余裕あり

2人乗降時

570㎜×770㎜の場合　
650㎜×650㎜の場合　

850㎜×1，150㎜以上の場合

650㎜×900㎜以下の場合
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